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男女共同参画に関する町民アンケート結果 

 

令和５年２月に、１８歳以上の町民２，０００人を対象にアンケートを実施しました。回収数は

７５６票となっており、回収率は３７．８％でした。 

 

１．あなたご自身のことについてお伺いします 

問１） 

【性別は】                  【年齢は】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結婚は】 

 

 

【家族構成は】 

 

63.0%11.4%

13.1%

12.6%
既婚

離別・死別

未婚

無回答

12.3%

27.6%

47.1%

9.5%

1.5%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1人

夫婦

２世代

３世代

その他

無回答

41.0%

55.3%

0.1% 3.6%

男

女

その他

無回答
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【あなたの職業は】                   

 

 

【配偶者の職業は】 

 

 

【お住まいの地域は】 

 

35.3%

5.8%16.1%

7.1%

8.9%

21.0%

1.9% 1.1% 2.8%
正社員・正職員

契約・派遣社員

パート・アルバイト

自営業

家事専業

無職

学生

その他

無回答

42.0%

8.0%16.8%

8.6%

5.7%

22.7%

0.0%
1.1%

正社員・正職員

契約・派遣社員

パート・アルバイト

自営業

家事専業

無職

学生

その他

24.3%

8.1%

10.2%

15.7%

39.2%

2.5%

百石小学校区

甲洋小学校区

下田小学校区

木内々小学校区

木ノ下小学校区

無回答
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２．男女共同参画についてお聞きします。 

問２）あなたは、次のアからクの分野について、男女の地位が平等になっていると思います

か。それぞれについて、ひとつずつ選んで○をつけてください。 

 

 

３．家庭における役割についてお聞きします。 

問３）「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についてお聞きします。 

 （１）上記の考え方について、あなたはどう思いますか。ひとつ選んで○をつけてくださ

い。 

 

18.0%

9.4%

23.9%

15.9%

35.8%

3.3%

13.1%

11.8%

49.2%

30.2%

40.9%

32.3%

37.0%

10.2%

32.9%

29.5%

13.1%

35.3%

13.2%

27.4%

11.1%

47.1%

32.1%

44.7%

3.4%

2.4%

0.3%

4.2%

1.1%

1.9%

4.6%

3.8%

1.3%

1.5%

0.9%

0.8%

0.4%

2.1%

1.7%

13.4%

19.3%

18.7%

17.3%

12.6%

33.2%

11.8%

6.7%

1.6%

2.0%

2.1%

2.1%

2.4%

4.0%

3.3%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ｸ.社会全体で

ｷ.地域活動の場

で

ｶ.慣習・しきた

りで

ｵ.法律や制度で

ｴ.政治の場で

ｳ.学校教育で

ｲ.職場で

ｱ.家庭生活で

男性優先 やや男性優先 平等 やや女性優先 女性優先 わからない 無回答

3.8%

22.8%

34.0%

26.7%

11.0%

1.7%

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

無回答



4 

 

（２）「１ 賛成である」「２ どちらかといえば賛成である」と回答した方にお聞きします。

その理由について、あてはまるものを１～６の中からいくつでも選んで〇をつけてくださ

い。 

 
 

（３）「３ どちらかといえば反対である」「４ 反対である」と回答した方にお聞きします。

その理由について、あてはまるものを１～７の中からいくつでも選んで〇をつけて

ください。 

 

 

1

4

4

115

115

105

26

33

0 20 40 60 80 100 120 140

８．わからない

７．特にない

６．その他（具体的に )

５．家事、育児、介護と両立しながら、妻が働き続けることは

難しいと思うから

４．妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良い

と思うから

３．夫が外で働いた方が、多くの収入を得ることができると

思うから

２．自分の両親も役割分担をしていたから

１．日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

1

3

21

348

101

127

238

92

224

0 50 100 150 200 250 300 350 400

９．わからない

８．特にない

７．その他（具体的に ）

６．固定的な夫と妻の役割分担の意識を押し付けるべ…

５．家事、育児、介護と両立しながら、妻が働き続け…

４．妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会に…

３．夫も妻も働いた方が、多くの収入を得ることがで…

２．自分の両親も外で働いていたから

１．男女平等に反すると思うから
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問４）あなたは、次のアからウについて、どのように分担するのがよいと思いますか。それ

ぞれの項目について、１～５の中からひとつ選んで〇をつけてください。 

 

 

問５）現在結婚をされている方（事実婚を含む）にお聞きします。 

あなたの家庭では、次のアからウについて、主にどなたが担当していますか。それぞ

れの項目について、１～５の中からひとつ選んで〇をつけてください。 

 
※ 問１）で既婚と答えた方のみ集計 

2.6%

2.2%

1.5%

14.3%

4.9%

4.9%

0.8%

0.7%

0.8%

1.2%

0.4%

0.7%

8.5%

13.9%

27.4%

72.6%

77.9%

64.8%

ウ 介護（介護の必要な親の世話、病人の介護など）

イ 育児（子どもの世話、しつけ、教育など）

ア 家事（炊事、洗濯、掃除など）

夫婦で同程度 主に妻 主に夫 その他の家族 どれにも該当しない 無回答

3.4%

4.0%

1.7%

49.2%

18.1%

1.5%

1.5%

1.3%

1.1%

1.9%

1.5%

0.8%

26.5%

45.8%

68.5%

17.6%

29.4%

26.5%

ウ 介護（介護の必要な親の世話、病人の介護など）

イ 育児（子どもの世話、しつけ、教育など）

ア 家事（炊事、洗濯、掃除など）

夫婦で同程度 主に妻 主に夫 その他の家族 どれにも該当しない 無回答
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問６）あなたは、今後、男性が家事、育児、介護に積極的に関わり、役割を分担していくた

めにはどのようなことが必要だと思いますか。あてはまるものを１～１１の中からい

くつでも選んで〇をつけてください。 

 

  

22

18

20

186

131

146

210

387

432

307

303

509

151

354

0 100 200 300 400 500 600

14．わからない

13．特にない

12．その他（具体的に ）

11．家庭と仕事の両立などの問題について、男性が相談しや

すい窓口を設置すること

10．男性が家事、育児、介護を行うための仲間作りをすすめ

ること

９．国や地方自治体などの研修等により、男性の家事、育

児、介護の技能を高めること

８．男性が家事、育児、介護に関心を高めるよう啓発や情報

提供を行うこと

７．労働時間短縮や休暇制度を普及・活用することで仕事以

外の時間をより多く持てるようにすること

６．男性による家事、育児、介護について、職場における上

司や周囲の理解を進めること

５．社会の中で、男性による家事、育児、介護についても、そ

の評価を高めること

４．年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての

当事者の考え方を尊重すること

３．夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

２．男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感を

なくすこと

１．男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗

感をなくすこと
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４．女性の活躍推進についてお聞きします。 

問７）あなたが理想だと思う女性の働き方はどれですか。ひとつ選んで番号に〇をつけてく

ださい。 

 
 

問８）あなたが、次にあげるような職業や役職において、今後女性がもっと増える方がよい

と思うのはどれですか。あてはまるものを１～１４の中からいくつでも選んで〇をつ

けてください。 

 

2.9%

3.6%

0.9%

3.6%

22.0%

18.3%

48.8%

７．無回答

６．その他（具体的に ）

５．結婚をするまでは職業をもつが、結婚後はもたない

４．結婚しても子どもができるまでは職業をもち、出産後はも

たない

３．子育ての時期だけ一時的にやめて、その後はパートタイ

ムの職業をもつ

２．子育ての時期だけ一時的にやめて、その後はフルタイム

の職業をもつ

１．結婚や出産にかかわらず、ずっと職業をもつ

74

90

7

202

138

126

176

253

307

177

174

303

249

309

438

387

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

16．わからない

15．特にない

14．その他（具体的に ）

13．自治会長、町内会長等

12．新聞・放送の記者

11．農林水産団体の役員

10．労働組合の幹部

９．起業家・経営者

８．企業の管理職

７．国連などの国際機関の管理職

６．大学教授・学長など

５．医師・歯科医師

４．裁判官、検察官、弁護士

３．国家公務員・地方公務員の管理職

２．国会議員、都道府県議会議員、市（区）町村議会議員

１．閣僚（国務大臣）、都道府県・市（区）町村の首長
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問９）あなたは、政治・経済などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障害となるもの

は何だと思いますか。あてはまるものを１～９の中からいくつでも選んで〇をつけて

ください。 

 

 

  

58

32

12

261

168

209

139

300

191

388

374

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

11．わからない

10．特にない

９．その他（具体的に ）

８．上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希

望しないこと

７．女性自身がリーダーになることを希望しないこと

６．リーダーになるための知識・経験を積む機会や女性の

ロールモデル※が少ないこと

５．現時点で、必要な知識や経験などを持つ女性が少ない

こと

４．長時間労働の改善が十分ではないこと

３．企業などにおいては、管理職になると広域移動が増える

こと

２．保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十

分ではないこと

１．保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではない

こと
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問１０）あなたは、女性が出産後も離職せずに同じ職場で働き続けるために、家庭・社会・

職場において必要なことは何だと思いますか。あてはまるものを１～１３の中からい

くつでも選んで〇をつけてください。 

 

 

  

23

13

8

289

314

391

301

163

322

425

326

442

323

317

573

0 100 200 300 400 500 600 700

15．わからない

14．特にない

13．その他（具体的に ）

12．育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進など

への不利益な取扱いの禁止

11．短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

10．職場における育児・介護との両立支援制度の充実

９．男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革

８．働き続けることへの女性自身の意識改革

７．女性が働き続けることへの職場の同僚の理解・意識改

革

６．女性が働き続けることへの職場の管理職や上司の理

解・意識改革

５．女性が働き続けることへの家族等の理解・意識改革

４．男性の家事・育児参加

３．家事・育児支援サービスの充実

２．介護支援サービスの充実

１．保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整

備
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５．仕事と生活の調和についてお聞きします。 

問１１）生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度についてお聞き

します。現在仕事をしていない方は、仕事をしていた時の状況でお答えください。仕

事をしたことのない方は、（１）理想（希望）のみお答えください。 

 （１）あなたの理想（希望）に最も近いものをひとつ選んで〇をつけてください。 

 
 

（２）あなたの現実（現状）に最も近いものをひとつ選んで〇をつけてください。 

 

 

1.9%

2.6%

16.1%

5.8%

2.4%

42.2%

1.6%

20.8%

6.6%

９．無回答

８．わからない

７．「仕事」と「家庭生活」と「地域活動や個人の趣味・学習

等」をともに優先

６．「家庭生活」と「地域活動や個人の趣味・学習等」をとも

に優先

５．「仕事」と「地域活動や個人の趣味・学習等」をともに優

先

４．「仕事」と「家庭生活」をともに優先

３．「地域活動※２や個人の趣味・学習等」を優先

２．「家庭生活※１」を優先

１．「仕事」を優先

2.4%

5.0%

6.5%

4.4%

2.4%

26.7%

2.2%

22.0%

28.4%

９．無回答

８．わからない

７．「仕事」と「家庭生活」と「地域活動や個人の趣味・学習

等」をともに優先

６．「家庭生活」と「地域活動や個人の趣味・学習等」をとも

に優先

５．「仕事」と「地域活動や個人の趣味・学習等」をともに優

先

４．「仕事」と「家庭生活」をともに優先

３．「地域活動※２や個人の趣味・学習等」を優先

２．「家庭生活※１」を優先

１．「仕事」を優先
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問１２）あなたは、ワーク・ライフ・バランス※１（仕事と生活の調和）が実現された社会に

近づくためには、企業による取組として、どのような取組が必要だと思いますか。あ

てはまるものを１～１７の中からいくつでも選んで〇をつけてください。 

 

 

  

42

17

9

195

189

305

400

155

437

197

153

226

357

126

170

160

333

99

336

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

19．わからないA31:IA31:I49

18．特にない

17．その他（具体的に ）

16．夫婦が同じ地域で働けるようにするなど、転勤構造を見

直す

15．在宅勤務ができるようにする

14．短時間勤務やフレックスタイム※２など、勤務時間に柔軟

性をもたせる

13．育児休業・介護休暇をとりやすくする

12．ノー残業デーを設ける

11．給料を上げる

10．従業員を増やす

９．取引先や下請企業に無理な要求をしない

８．年休の取得計画をつくる

７．無駄な業務・作業をなくす

６．仕事の量を減らす

５．ワーク・ライフ・バランスについての企業の情報を公開す

る

４．管理職以外の社員の意識改革を行う

３．管理職の意識改革を行う

２．企業の中で推進する責任者を決める

１．社長や役員などの経営トップが先頭に立って取り組む
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６．防災・復興についてお聞きします。 

問１３）あなたは、性別に配慮した防災・災害対応・復興対策のためにはどのようなことが

必要だと思いますか。あてはまるものを１～９の中からいくつでも選んで〇をつけて

ください。 

 
 

  

50

26

7

295

396

478

450

156

273

210

195

0 100 200 300 400 500 600

11．わからない

10．特にない

９．その他（具体的に ）

８．防災や復興の政策・方針を決める過程に女性が参

画する

７．避難所でのリーダーや炊き出しなどの役割を、性

別で固定せずに分担する

６．更衣室やプライバシーの確保など、性別に配慮し

た避難所運営を行う

５．避難所の設置・運営について、物事を決める際に

は男女を交えた話し合いをする

４．災害発生直後から、市町村等の女性職員が現場

で対応する

３．災害時に対応できるよう、平常時から自治会・町内

会の役員に女性を入れる、女性の役員を増やす

２．平常時から性別に配慮した防災訓練を行う

１．消防団や自主防災組織の女性メンバーを増やす、

女性の参画を促進する
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７．配偶者やパートナーからの暴力についてお聞きします。 

結婚している、または結婚したことのある方（事実婚を含みます） 

                     ⇒ 問１４へお進みください 

                  それ以外の方 ⇒ 問１７へお進みください 

 

問１４）結婚している、または結婚したことのある方にお聞きします。 

あなたはこれまでに、配偶者（事実婚や別居中を含む）から、次のような暴力（ＤＶ：

ドメスティック・バイオレンス）をされたことはありますか。アからエのそれぞれに

ついて、あてはまるものをひとつ選んで〇をつけてください。 

 

※ 問１）で既婚、離別・死別と答えた方のみ集計 

 

ひとつでも「１ 何度もあった」「２ １・２度あった」に〇がついた方は問１５へお

進みください。 

それ以外の方は問１７へお進みください。 

 

  

2.0%

7.3%

3.2%

1.2%

10.7%

10.1%

5.2%

3.2%

83.5%

78.5%

87.0%

90.7%

3.9%

4.1%

4.6%

4.8%

ア 身体的暴行（例えば、なぐったり、けったり、物を投げつけ

たり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行）

イ 心理的攻撃（例えば、人格を否定するような暴言、交友

関係を行き先、電話・メールなどを細かく監視したり、長期間

無視したりするなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分も

しくは自分の家族に危害が加えられるのではないかと恐…

ウ 経済的圧迫（例えば、生活費を渡さない、貯金を勝手に

使われる、外で働くことを妨害されるなど）

エ 性的強要（例えば、いやがっているのに性的な行為を強

要される、見たくないポルノ映像等を見せられる、避妊に協

力しないなど）

何度もあった １・２度あった 全くない 無回答
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問１５）問１４において、１または２に〇をつけた方にお聞きします。 

あなたは配偶者（事実婚や別居中を含む）から受けた行為について、どこ（だれ）か

に相談しましたか。あてはまるものを１～１０の中からいくつでも選んで〇をつけて

ください。 

 

１～１０に〇をつけた方 ⇒ 問１７へお進みください。 

１１に〇をつけた方    ⇒ 問１６へお進みください。 

 

  

87

3

32

39

1

0

4

2

0

4

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

11．どこ（だれ）にも相談しなかった

10．その他（具体的に ）

９．友人・知人に相談した

８．家族や親戚に相談した

７．学校関係者（教員、養護教諭、スクールカウンセラーな

ど）に相談した

６．医療関係者（医師、看護師など）に相談した

５．民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カウンセ

ラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど）に相談した

４．上記（１～３）以外の公的な機関（市役所など）に相談し

た

３．法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した

２．警察に連絡・相談した

１．配偶者暴力相談支援センター（女性相談所等）や男女

共同参画関連施設に相談した
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問１６）問１５で、１１に〇をつけた方にお聞きします。 

あなたが相談しなかったのはどうしてですか。あてはまる番号をいくつでも選んで〇

をつけてください。 

 

 

  

7

46

3

33

6

1

10

7

26

4

1

9

34

15

6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

15．その他（具体的に ）

14．相談するほどのことではないと思ったから

13．相手の行為は愛情の表現だと思ったから

12．自分にも悪いところがあると思ったから

11．そのことについて思い出したくなかったから

10．他人に知られると、これまで通りのつき合いができな

くなると思ったから

９．他人を巻き込みたくなかったから

８．世間体が悪いと思ったから

７．自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけ

ると思ったから

６．相談相手の言動によって不快な思いをさせられると

思ったから

５．相手の仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、

性的な画像のばらまきなど）

４．自分が受けている行為がDVとは認識していなかった

から

３．相談してもむだだと思ったから

２．恥ずかしくてだれにも言えなかったから

１．どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから
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問１７）あなたは、配偶者や交際相手からの暴力、性犯罪、ストーカー行為、セクシャル・

ハラスメントなどを防止するためには、どのようなことが必要だと思いますか。あて

はまるものを１～１１の中からいくつでも選んで〇をつけてください。 

 

 

  

42

19

9

250

374

216

195

438

203

126

92

329

291

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

13．わからない

12．特にない

11．その他（具体的に ）

10．暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、コンピュー

ターソフト、インターネット上の情報など）を取り締まる

９．加害者への罰則を強化する

８．暴力を振るったことのある者に対し、二度と繰り返さな

いための教育を行う

７．被害者を発見しやすい立場にある警察や医療関係者な

どに対し、研修や啓発を行う

６．被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増

やす

５． メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う

４．職場で研修気などを行う

３．地域で研修会、イベントなどを行う

２．学校・大学で生徒・学生に対し、教育を行う

１．家庭で保護者が子どもに対し、教育を行う



17 

 

問１８）あなたは、国・県・警察に、ＤＶ相談に関する窓口があることを知っていますか。

ひとつ選んでください。 

 

  

12.0%

68.4%

13.0%

6.6%
１．よく知っている

２．聞いたことはあるが、詳しくは知らない

３．知らない

４．無回答
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８．性的マイノリティ※についてお聞きします。 

問１９）あなたは、性的マイノリティに関する次のことについて知っていますか。あてはま

るものを１～５の中からいくつでも選んで〇をつけてください。１～４の言葉をいく

つか知っている場合は６に、言葉も意味も知らない場合は、７に〇をつけてください。 

 

61

264

268

45

394

36

448

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

７．１～５について、まったく知らない

６．１～４について、意味は知らないが聞いたことがある

５．性的マイノリティの人たちが教育や雇用、家族形態な

ど、様々な面で困難を経験しがちであること

４． 「アウティング」とは、本人の了承なく性的指向や性自認

を暴露することを指す言葉であること

３． 「カミングアウト」とは、本人が性的指向や性自認を表明

することを指す言葉であること

２． 「SOGI（ソジ）」とは、性的指向（Sexual Orientation：「どの

ような性別を好きになるか」）と性自認（Gender Identity：「自

分の性別をどのように認識しているか」、「心の性」）の頭文

字をとった言葉であること

１． 「LGBT」とは、レズビアン（Lesbian：女性同性愛者）、ゲイ

（Gay：男性同性愛者）、バイセクシュアル（Bisexual：両性愛

者）、トランスジェンダー（Transgender：異なる心と体の性で

生きる人）の、それぞれの頭文字をとった言葉であること
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９．男女共同参画に関する行政への要望についてお聞きします。 

問２０）あなたは、男女共同参画社会※を実現するために、今後、行政はどのようなことに

力を入れていくべきだと思いますか。あてはまるものを１～１４の中からいくつでも

選んで〇をつけてください。 
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293
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16．わからない

15．特にない

14．その他（具体的に ）

13．多様な性と人権について学習機会を提供する

12．配偶者やパートナーからの暴力に関する意識を啓発す

る

11．男女共同参画について広報・PRする

10．子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を

支援する

９．子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援す

る

８．労働時間の短縮や在宅勤務の普及など働き方の見直し

を進める

７．男女共同参画について学習機会を充実する

６．保育の施設・サービスや、介護の施設・サービスを充実

する

５．従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進

出を支援する

４．生き方や悩みに関する相談の場を提供する

３．民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支

援する

２．国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決

定の場に女性を積極的に登用する

１．法律や条例、制度の面で見直しを行う


